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本研究では、まず、生体マウスの 111In標識 exendin-4を用いた SPECT/CT撮像によ
る膵集積放射能の非侵襲的定量法の確立を目指した。1型糖尿病モデルのNODマウスに














得た摘出膵の集積放射能には強い相関を認めた（r = 0.90、p < 0.001）。 
 次に、糖尿病治療薬の膵β細胞量に対する効果について、上記解析法を用いた評価を試






























したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、令和２年３月５日実施の論文内容とそれに関連した試問を
受け、合格と認められたものである。 
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